
平成21年度越前町職員配置図

教育委員会からのお知らせ

織田病院改革プランが策定されました

町民まちづくり活動募集

男女共同参画室からこんにちは・国際交流室から一言
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地域で守る交通の安
全！！



議　会

町　長

議会事務局

関　敬信

局長
仲間一石

次長
奥谷富治子

総務課
課長
吉田治夫

課長補佐(行政)
畑　雅樹
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
中上由美・髙木剛彦・岡田寿子
伊部由三・森﨑千春・水野義之
駒野裕子・水嶋康志郎

税務課
課長
小刀称治一

課長補佐
上坂明子

課員
谷口浩之・松村徹治・河瀬慎人
佐々木桂子・佐々木岳大・野　哲治
藤澤亜紀子・森下智晴

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
鈴木恵美

課員
川嶋孝史・牛若千鶴・坂下由美子          
間之口翠・青山晴彦・藤野祐子

企画財政課
課長
河原　健

課長補佐
出口俊一

課員
岡山克大・佐々木貴久・森下千尋
大橋伸也・西　益男

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
井上義宣

課員
佐々木訟覚・清水英一・佐々木良太
谷口悦子

越前住民
サービス室

室長
川辺源基

室長補佐
佐々木靖郎

課員
道畑直和・菅原多恵・臥龍岡尊哉               
森下亜希子      

宮崎住民
サービス室

室長
橋本直視

室長補佐
近藤由美子

課員
小山さとみ・佐々木幸恵・高原利則

室長
山塙利光

室長補佐
林　和美

課員
後藤邦枝・山内了輔・佐々木浩子

課長
齋藤忠左ヱ門

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・上野孝則

行政改革
推進室

室長
梅野秀一

室長補佐
石田和也

課員
杉森　匡・三上順子

政　策
調整室

室長
武藤幹雄

室長補佐
杉本恭伸

課員
竹澤朋恵・古﨑竜司・川﨑瑞奈

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
津田豊申

課員
河合　智・見谷理奈・清水拓郎

社会福祉
支援室

室長
和田弘美

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・木原千晶

国　際
交流室

室長
高橋　満

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
内藤　諭

書記
林　康彦

副町長
宮川清治

総務理事
河井文夫

民生理事
野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・芝田優子・松葉雪枝
中山貴世・木下祐子・鷲田一貴
水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡辺みき代

保育士
上野晴美・青山裕美・河上芳恵

調理員
佐々木佐代子

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
牧野由美恵・戸田沙織・北島　翔

調理員
青山みや子

総
　

務
　

部
　

門

民
　
　

生
　
　

部
　
　

門

織田住民
サービス室

子育て支援課

平成21年度  越前町職員配置図
平成21年度から、「住民課」、「子育て支援課」、「社会福祉支援室」を新設し、各総合事務所を

「コミュニティセンター」とし「住民サービス室」を新設するなど、町の組織も変わりました。
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冨田一茂

高齢福祉課

課長
向當一郎

課長補佐
渡辺三峰子

課員
轟久美子・大矢康一・和田幸也
中西亜由美・宮本みか
介護福祉士
姉﨑加奈子
ホームヘルパー
桑原美津江・三上裕美子
千秋すみ子・網渕美春

事務補助員
川上清恵

保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（保健）
水嶋敬子
課長補佐（環境）
酒井英則

課員
青山秋彦・小道世知紀
保健師
木下里美・南　七恵

農林水産課

課長
北野壽一

課長補佐(農政)
水谷英一
課長補佐(農林)
原　雅哉

課員
尾澤正章・山口和美・久保義治
森崎晃次・阪下倫夫・藤田智広
畑　優器・竹内敏雄・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

健　康
増進室

室長
渡辺きみえ

室長補佐
出口博美
室長補佐
古川智巳

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
谷﨑美香世・岡田明代・高島幸恵
事務補助員
春木明美

織　田
児童館

館長（兼）
水野春美

地域包括
支援センター

次長（兼）
黒田とみ子

所長（兼）
渡辺きみえ

次長
黒田とみ子

保健師
吉田直子

ホームヘルパー
土谷万里子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
渡辺きみえ

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
齋藤忠左ヱ門

次長心得(兼)
田辺香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長（兼）
上野正枝

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
齋藤忠左ヱ門

次長心得
田辺香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
上野正枝

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

宮崎保健
センター

保健師(兼)
谷﨑美香世

越前保健
センター

保健師(兼)
岡田明代

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

民
　
　

生
　
　

部
　
　

門

水産
振興室

室長
鈴間　亘

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産
　

業
　

部
　

門

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
井上佳津代・谷口万絵・近藤恵美

織　田
保育所

所長
水野春美

保育士
横田米子・北島優子・谷口育代

調理員
冨田とみゑ

城崎南
保育所

所長
松田みすず

保育士
西栁千晴・小荒繁美

調理員
磯網美代子

陶の谷
保育所

所長
浅井千恵

保育士
高原律子・山下京子

朝日北
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
竹内喜美・福岡沙織・月田有香

調理員
西野ひとみ

宮崎中央
保育所

所長
上野正枝

保育士
武内真理子・木下昭代・青山美智代
齋藤忠良・牧田優子
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商工観光課
課長
進士壯一

課長補佐
山谷芳一

課員
小西智弘・伊部茂幸・中倉京子
柴矢昌美

観光
振興室

室長
三田村和久

室長補佐
齋藤健治

課員
髙木浩輔・増田佑馬

越前焼
振興室

室長（兼）
橋本直視

課員
新谷　満・石川智美

国民宿舎
｢かれい崎荘｣

支配人
滝本正美

課員
毛利章憲
調理師
三田村保夫・神谷宗典

事務補助員
神﨑美幸

住　宅
政策室

室長
武藤盛之

室長補佐
牧田芳広

課員
佐々木由里・水島伸也・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事
山田唯夫

建設課
課長
上野三千男

課長補佐(越織)
氏家正則
課長補佐(朝宮)
友広家延

課員
北野宗昭・上坂健一・牧野正克
山本周二良・黒崎一哉・正木俊行
牧田茂晴・黒田麻里

上下水道課
課長
古川吉彦

課長補佐
水島博之

課員
荒井基志・宮川泰昌・安井俊幸
上山和美・北島崇行・山田幸一
三七広樹・大橋直人

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山口隆司

課員
小河宗基

建
設
部
門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・水島美奈・小辻和正

会計課 課長
来田秋生

課長補佐心得
河合純子

課員
高松千鶴

織　　

田　　

病　　

院

副院長
加藤　大

小児科医師
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
渡辺奈保美

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

外科医師
八木大介

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
長谷川純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美
寳田里恵・大坂静香・富永直子・中井孝子・河上友美
松田　円・岩崎佳代・林　和美・田中さおり・酒井則子
野村和美・中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生
田中成美・桑野祐里枝・田中麻耶

臨床検査技師
岡山正樹
渡辺嘉子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益

言語聴覚士
直　砂織

会計管理者
手賀小代子

教育委員会事務局
局長
佐々木義則

学校教育課
課長
渡辺照夫

課長補佐
佐々木直人

課員
川辺初美・水島友樹・文室小百合
渡辺大作

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

常　磐
小学校

用務員
谷澤礼子

教
育
委
員
会

教育長
三上悠紀夫

産業理事
冨田一茂

農林水産課

課長
北野壽一

課長補佐(農政)
水谷英一
課長補佐(農林)
原　雅哉

課員
尾澤正章・山口和美・久保義治
森崎晃次・阪下倫夫・藤田智広
畑　優器・竹内敏雄・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

水産
振興室

室長
鈴間　亘

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一産

　

業
　

部
　

門
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(財)越前海遊公社
佐々木大輔

福井県
笠川晃央

(財)越前町朝日公共施設管理公社
小川　茂

丹南広域組合
中村英哲・坂下哲哉

宮崎森林組合
木原尚裕

後期高齢者医療広域連合
中村弘和

鯖江広域衛生施設組合
岡田正一

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
北嶋一男

課長補佐
菅原辰彦

課員
山田宗治・小山喜世美・宮永裕次
牧田千佳・堀内文夫

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
北嶋一男

次長(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
山田宗治・小山喜世美・宮永裕次
牧田千佳・堀内文夫

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

所長(兼)
北嶋一男

次長
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

所長(兼)
北嶋一男

次長
黒田三博

課員
髙木裕見子

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

所長(兼)
北嶋一男

次長
左近昭博

課員
上坂佳一

文　化
スポーツ室

室長
加藤昭宏

室長補佐心得
桝田明美

課員
安井正樹・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
佐々木直人

調理員
前田彰治・橋本弘美・森川陽子・吉田くみえ
宮川幸代・進士利栄・高橋浩子・斎藤ひろみ
相馬はるみ・京藤直美

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
木村美枝子

調理員
山岸歌子･木村美惠子･水嶋万寿美・木原ひとみ

越前
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
黒田三博

調理員
浜野恵子・田中久美子･大川好枝

織田
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
左近昭博

調理員
松村　修・森崎とみ子・掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

司書
堤　和代・安井明希子

町立図書館
織田分館

司書
阿部祥子

教
　
　
　

育
　
　
　

委
　
　
　

員
　
　
　

会

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

四ヶ浦
小学校

用務員
岩崎あい子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
荒井恵美子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子
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川　端　雅　旭 宮　本　み　か 水　嶋　康志郎下　仲　　　翔

齊　藤　友　広 水　嶋　悠　子 村　上　雅　紀

　

３
月
26
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員
に
次

の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

堀  　
　

治  

市
（
下
山
中
）【
再　
任
】

　
　
　

籔  

内　

義  

美
（
小
曽
原
）【
新　
任
】

　

ま
た
、
３
月
31
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員

長
と
同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
長

　
　
　

堀  　
　

治  

市
（
下
山
中
）

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

樟  

本　

和  

江
（
大　

樟
）

新
任
校

職  

名

氏　
　
　
名

前
任
校

朝
日
小
教

諭
野　

阪　

友　

美
新
採
用

宮
崎
小
教

諭
大　

橋　

尚　

子
清
水
南
小
学
校

城
崎
小
校

長

松　

山　

洋　

子
国
見
小
学
校

教

頭
真　

木　

省　

博
北
中
山
小
学
校

朝
日
中
教

諭
川　

上　

一　

規
武
生
第
一
中
学
校

教

諭
高　

棹　

真
由
美
東
陽
中
学
校

宮
崎
中
教

諭
渡　

辺　
　
　

勇
清
水
中
学
校

教

諭
松　

村　

典　

子
武
生
第
六
中
学
校

越
前
中
教

諭
河　

本　

初　

巳
芦
原
小
学
校

教

諭
佐
々
木　

恵　

子
越
廼
中
学
校

　

４
月
か
ら
新
た
に
10
人
の
先
生
が
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
21
年
度
新
採
用
職
員

　

３
月
30
日
付
け
で
、
監
査
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
町
行
政
の
公
正
と
効
率
の
確
保
を
図
る
業
務

を
行
い
ま
す
。

　
代
表
監
査
委
員
（
識
見
選
任
委
員
）

　
　
　

藤  

井　

文  

夫
（
頭　

谷
）

　
監
査
委
員
（
議
会
選
任
委
員
）

　
　
　

井  

上　

信  

雄
（
江　

波
）

（
敬
称
略
）

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

３
月
30
日
付
け
で
、
選
挙
管
理
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
選
挙
に
関
す
る
事
務
（
執
行
や
管
理
）
を
行

い
ま
す
。

　
委
員
長

　
　
　

大  
橋　
　

  

務
（
道　

口
）

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

鈴  

木　

茂  
雄
（
樫　

津
）

　
委　
員

　
　
　

馬  

谷　

友  

江
（
中　

野
）

　
委　
員

　
　
　

駒  

野　

茂  

平
（
織　

田
）

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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織
田
病
院
改
革
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

　

近
年
多
く
の
公
立

病
院
に
お
い
て
、経

営
状
況
が
悪
化
す
る

と
と
も
に
医
師
の
不

足
な
ど
に
伴
い
医
療

を
提
供
す
る
体
制
の

維
持
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」の
施
行

に
よ
り
財
政
面
の
健

全
経
営
が
求
め
ら

れ
る
中
、平
成
19
年

12
月
に
総
務
省
よ
り

「
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」が
示
さ
れ
、平
成
20
年
度
内
に
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、病
院
事
業
経
営
の
抜
本
的
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、平
成
20
年
10
月
よ
り
12
人
の
委
員
に
よ
る「
織
田

病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」を
設
置
し
、「
経
営
の
効
率

化
」「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」「
経
営
形
態
の
見
直
し
」の

三
つ
の
観
点
か
ら
、病
院
経
営
に
お
け
る
今
後
の
方
針
や
経

営
指
標
と
す
る
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策

な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
に
第
４
回
委
員
会
で
審
議
を
終
え
、３
月
27
日

に
藤
本
哲
三
委
員
長
と
武
藤
吉
明
副
委
員
長
か
ら
関
町
長
へ

織
田
病
院
改
革
プ
ラ
ン
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、織
田
病
院
が
今
後
も
引
き
続
き
地
域
医
療
を
安

定
的
に
提
供
す
る
こ
と
、ま
た
経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
、平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年

間
を
対
象
期
間
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
織
田
病
院
の
在
り
方
】

■
地
域
医
療
の
核
と
な
る
病
院

　

地
域
医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
入
院
医
療
・
救
急
医
療
の

医
の
機
能
を
担
い
ま
す
。

■
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

高
齢
化
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
高
度
化
す
る
医
療

に
対
応
し
医
療
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
横
断
的
な
連
携
を
は
じ
め
、地
域
診

療
所
や
公
立
丹
南
病
院
・
大
学
病
院
と
の
医
療
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

■
健
全
経
営
基
盤
の
確
立

　

公
立
病
院
と
し
て
公
平
・
公
正
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

し
、合
理
的
・
効
率
的
な
病
院
運
営
に
努
め
健
全
で
自
立

し
た
経
営
を
図
り
ま
す
。

【
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
】

■
公
立
丹
南
病
院
と
の
連
携

　

越
前
町
に
お
い
て
不
足
す
る「
人
工
透
析
施
設
」に
つ
い
て

公
立
丹
南
病
院
が
計
画
す
る
再
整
備
計
画
へ
の
反
映
を
は

じ
め
、適
切
な
機
能
分
担
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

【
経
営
の
効
率
化
】

 

■
平
成
21
年
度
の
経
常
黒
字
を
目
指
し
ま
す
。

●
具
体
的
な
取
り
組
み

　

①
医
師
の
確
保　

②
看
護
師
・
理
学
療
法
士
の
充
足　

③

医
療
機
器
の
計
画
的
更
新
と
導
入　

④
健
康
診
断
等
の
充

実　

⑤
カ
ー
ド
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入　

⑥
薬
品
、診
療

材
料
な
ど
の
効
率
的
な
購
入
と
価
格
見
直
し　

⑦
委
託
業

務
の
見
直
し　

⑧
待
ち
時
間
短
縮　

⑨
広
報
活
動
の
強
化

⑩
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向
上　

な
ど

【
経
営
形
態
の
見
直
し
】

　

織
田
病
院
の
経
営
形
態
は
、地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規

定
な
ど
の
一
部
が
適
用
さ
れ
て
い
る
形
態
で
、①
地
方
公
営

企
業
法
の
全
部
適
用
、②
独
立
行
政
法
人
化
、③
指
定
管
理
者

制
の
三
つ
の
選
択
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、経
営
形
態
の
見
直

し
は
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
だ
上
で
改
め
て
検
討
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

【
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
の
点
検
・
評
価
及
び
公
表
】

　

改
革
プ
ラ
ン
実
施
状
況
は
、有
識
者
や
町
民
参
加
を
得
て

設
置
す
る
評
価
委
員
会（
仮
称
）に
お
い
て
達
成
状
況
の
検

証
・
評
価
を
行
い
、速
や
か
に
町
民
に
公
表
し
ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
の
概
要

収支計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円 )
区　　　分 平成21 平成22 平成23

収
入

医 業 収 益 A（B+C+D） 934,982 946,313 970,841
入 院 収 益 B 549,873 549,873 563,366
外 来 収 益 C 328,135 338,720 349,305
そ の 他 D 56,974 57,720 58,170

医 業 外 収 益 E 63,800 64,202 64,452
経 常 収 益 F（A+E） 998,782 1,010,515 1,035,293

支
出

医 業 費 用 G（H～M） 972,782 976,873 989,421
職員給与費 H 559,838 566,400 572,500
材 料 費 I 209,900 213,000 217,100
経 費 J 128,851 126,627 127,572
減価償却費 K 70,056 60,669 69,443
資産減耗費 L 2,537 8,577 1,206
研究研修費 M 1,600 1,600 1,600

医 業 外 費 用 N 25,668 24,265 23,173
経 常 費 用 O（G+N） 998,450 1,001,138 1,012,594
経常損益 P（F-O） 332 9,377 22,699

特
別
損
益

特 別 利 益 Q
特 別 損 失 R
特 別 損 益 S（Q-R）
純損益 T（P+S） 332 9,377 22,699
経常収支比率 U（F÷ O） 100 101 102



町民まちづくり活動募集

　町民団体が行う魅力的で活力あるまちづくり活動に対し、町民まちづくり活
動支援事業補助金を交付します。
　今年度から交流人口の増加を図るため、「交流活動支援枠」を設け、都市と農
山漁村の交流活動を応援します。
　申請書に必要事項を記入し、６月３０日（火）までに政策調整室に提出してくだ
さい。申請書は、町のホームページからダウンロードできます。

従来枠 交流活動支援枠

　営利を目的としない公益的活動を行う町民団体（団体の運営に町の他
の補助金などを受けている団体は除く。）
・町内を活動拠点としていること
・３人以上の団体で、構成員の３分の２以上が町民であること

　「従来枠」のまちづくり活動のう
ち、農林水産や観光の資源を活か
した都市住民と町民との観光・体
験などの交流活動

補助対象活動

　補助対象経費の４分の３以内（継
続活動の場合、２年目は４分の２以
内、３年目は４分の１以内で、３年
を限度とする。）

　補助対象経費の４分の３以内

補 助 金 額

補 助 対 象 者

・書類審査により決定する活動は、５万円
・申請団体の発表による公開審査により決定する活動は、３０万円

補 助 限 度 額

【問合せ先】　政策調整室　☎３４－８７１４

　町内で行われる公益的なまちづ
くり活動
・町民の多様なニーズを的確に捉
えたもの
・町民の主体的な企画、運営、参
加が図られるもの

・広く情報を公開し、町民が自由
に参加できるもの
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黄水仙揃ひてラッパ吹き始む　　　　土田ヤエ子
落椿より陽

かげろう

炎の赤く立ち　　　　　　木村　松子

　2011年7月24日までに、私たちが一般的に見ているテレビ放送（アナログ放送）が
終了します。それ以降は、アナログテレビをお使いの人は、そのままではテレビ放送
（デジタル放送）を見ることができなくなります。

2011年7月24日までに
アナログ放送が終了します。

地上デジタル放送を
視聴するには？

テレビを買い換える
❶

　現在アナログテレビを使用している人は、
地上デジタル放送対応テレビを購入すれば、
きれいなハイビジョンや便利なデータ放送など
のデジタル機能を利用できます。テレビによっ
て、機能、特徴などが異なりますので、詳しく
は家電販売店などの店頭でご確認ください。
※UHFアンテナの設置が別途必要な場合が
あります。

デジタルチューナーを買い足す
❷

　現在お使いのアナログテレビを、アナロ
グ放送終了後もそのまま使用する場合は、デ
ジタルチューナーを買い足す必要があります。
なお、使用するテレビやチューナーの機種によっ
ては、ハイビジョン放送や一部のデジタル機能
を利用できない場合があります。
※UHFアンテナの設置が別途必要な場合が
あります。 ケーブルテレビで視聴する

❸
　ケーブルテレビ専用のSTB（セットトップ
ボックス）を使用すれば、現在使用しているア
ナログテレビで地上デジタル放送を見ることが
できます。現在、ホームターミナルを利用してい
る人（アナログ契約）は2011年7月24日以降は、
ホームターミナルでの、丹南ケーブルテレビの
テレビサービスの視聴ができなくなります。
STBへの交換（デジタル契約に変更）が
必要になります。

詳しくは、丹南ケーブルテレビ
（☎０１２０―７２－５０４０）まで問合せください。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

☎０５７０ｰ０７ｰ０１０１（ナビダイヤル）
IP電話など、ナビダイヤルがつながらない場合

☎０３ｰ４３３４ｰ１１１１

デジタル放送に関する問合せ先

町民まちづくり活動募集

　町民団体が行う魅力的で活力あるまちづくり活動に対し、町民まちづくり活
動支援事業補助金を交付します。
今年度から交流人口の増加を図るため、「交流活動支援枠」を設け、都市と農

山漁村の交流活動を応援します。
申請書に必要事項を記入し、６月３０日（火）までに政策調整室に提出してくだ

さい。申請書は、町のホームページからダウンロードできます。

従来枠 交流活動支援枠

　営利を目的としない公益的活動を行う町民団体（団体の運営に町の他
の補助金などを受けている団体は除く。）
・町内を活動拠点としていること
・３人以上の団体で、構成員の３分の２以上が町民であること

「従来枠」のまちづくり活動のう
ち、農林水産や観光の資源を活か
した都市住民と町民との観光・体
験などの交流活動

補助対象活動

　補助対象経費の４分の３以内（継
続活動の場合、２年目は４分の２以
内、３年目は４分の１以内で、３年
を限度とする。）

　補助対象経費の４分の３以内

補 助 金 額

補 助 対 象 者

・書類審査により決定する活動は、５万円
・申請団体の発表による公開審査により決定する活動は、３０万円

補 助 限 度 額

【問合せ先】　政策調整室　☎３４－８７１４

　町内で行われる公益的なまちづ
くり活動
・町民の多様なニーズを的確に捉
えたもの
・町民の主体的な企画、運営、参
加が図られるもの

・広く情報を公開し、町民が自由
に参加できるもの
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梅日

ひ よ り

和天寿全
まつと

う友は逝
ゆ

く　　　　　　木村すぎ乃
老僧のこぼるヽ笑顔初音かな　　　　山内　節子



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い
男女の心をつ

なぐ
ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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「気づき事業意識調査」について
　平成20年度の「気づき事業」は、町内各区や団体のご協力のもと14件の取り組みがありました。
　例年、男女共同参画社会づくりへの理解や共感の言葉もあれば、「男女共同参画ってそもそも何？」
「何のために気づき事業をするのか？」「今のままで十分ではないか？」などの言葉もよく聞かれます。
そこで、改めて推進の方向性を探る上からも意識調査を実施し、男性178人、女性285人、若年・中年・
高年の各年齢層から均等に、463人の有効回答を得ました。皆さんのご協力に心から感謝いたします。
　本年度は、男女共同参画推進条例（仮称）の制定に向けて、町内全域に意識調査（無作為抽出）を
予定しています。町民の皆さんのご協力をお願いします。

第 49 回

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　3月29日、サンライズ織田にて国際理解講演会が
開催され、定住資格を持つ外国人定住者との関わり
方、『多文化共生』についての講演が行われました。
　国際交流室では『多文化共生』推進の為、相談窓口
を充実させていきたいと考えています。

Vol. 49

いずれの世代の男女も共に、「男女共
同参画とは、社会における物事を男
女協力して行うことである」に対し
肯定的である。

女性は男性より、女性の社会におけ
る立場は充分でないと思っている。
世代では、若年層が女性の社会の立
場は充分でないと思っている。

男性のほうが女性より、男の子らし
く、女の子らしく育てるべきと思っ
ている。特に若年層と中年層におい
て、男女間の意識の差が大きい。

意識調査監修：仁愛大学人間学部心理学科　赤澤淳子准教授
◎詳細は「平成20年度気づき事業報告集」に掲載してあります。
　ご希望の人は申し出ください。 男女共同参画室　☎34－8715

問合せ先

　5月31日（日）～ 6月4日（木）に米国アラバマ州モンテバロ
市のモンテバロ大学大学長（一行の皆さん）が町を訪れます。
　越前町と同市とは友好姉妹都市であり、7月にモンテバロ
市内の中・大学生が本町を訪れますが、それに先駆けての訪
町となります。

芽吹く木々山の限りを醒
さま

しけり　　　山内　照子
醍醐寺の枝

し だ

垂れ桜か咲き匂ふ　　　　山内　昭子

単位：「１. そう思わない」～「3. どちらともいえない」～「5. そう思う」

モンテバロ市の中学生の
ホームステイ先を募集
しています。
締切　5月22日（金）
期間　7月15日（水）から
　　　7月25日（土）まで（予定）

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

広報えちぜん広報えちぜん11
片
かたくり

栗を見たくて友と遠出する　　　　嵐　喜美枝
春の雪花粉も黄砂も閉じ込めて　　　酒井スマ子

越
前
町
立
朝
日
中
学
校
・
糸
生
中
学
校
が

六
十
二
年
間
の
歴
史
に
幕

越
前
町
立
朝
日
中
学
校
の
新
た
な
幕
開
け
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宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
が
優
勝
に
輝
く
！

〜
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
〜

断崖に立ちて吾が身の春を知る　　　西元　青石

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
協
会
長
杯
を
制
す

〜
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

【
試
合
結
果
】

ホ
ッ
ケ
ー
指
導
力
を
強
化

〜
ラ
ッ
セ
ル
・
リ
ー
さ
ん
来
町
〜

「
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
」

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
清
掃
奉
仕

広報えちぜん広報えちぜん13

「
と
ま
れ
」
と
「
足
形
」
で

歩
行
者
の
飛
び
出
し
防
止
!!

後悔が衝動買いの後に来る　　　　　　　　河合　敏子
孫に甘い母がおれおれひっかかる　　　　　山田志づ子

登
下
校
中
の
児
童
を
守
ろ
う
！

運
転
マ
ナ
ー
向
上
で
交
通
事
故
防
止
！

第
２
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト



え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
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I
O
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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『
旬
の
地
場
産
物
』
を
学
校
給
食
に
！

【
平
成
21
年
度
地
場
産
学
校
給
食
統
一
メ
ニ
ュ
ー
】

◎
対　
象

◎
相
談
日

問
合
せ
先

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
！

衝動で来た絶景の富士の旅　　　　　　　岡田　智子
大売り出し買わねば損の様に買い　　　　関谷一之介

開
催
期
間

場　
　

所

参
加
方
法

記
念
品

記
念
品
交
換
期
間

交
換
場
所

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
配
置
場
所

第
60
回
全
国
植
樹
祭
関
連
イ
ベ
ン
ト

広
域
基
幹
林
道
『
越
前
西
部
線
』

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

問
合
せ
先

広報えちぜん広報えちぜん15

ご
み
分
別
説
明
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
先

野
外
焼
却
の
禁
止

廃
棄
物
を
焼
却
す
る
に
は
、
処
理
基
準
を
満
た
し
た
焼
却

設
備
を
用
い
る
場
合
な
ど
、
一
部
の
例
外
し
か
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

※
野
外
焼
却
を
発
見
し
た
場
合
は
保
健
衛
生
課
ま
で
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助
成
の
お
知
ら
せ

対
象
者

実
施
期
間

申
込
期
限

申
込
方
法

検
査
機
関

個
人
負
担
金

【検査機関・個人負担金】

スイートな言葉に蕾綻びる　　　　　　　　竹内　涼子
食み出した一つの言葉受ける責め　　　　　山田千栄子

問
合
せ
先



広報えちぜん 16広報えちぜん

越
前
消
防
団
春
季
消
防
訓
練

平
成
21
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
え
る
ま
で　
ゆ
っ
く
り
火
の
元　
に
ら
め
っ
子
」

問
合
せ
先

越
前
消
防
団
入
団
者
、
退
団
者
紹
介

〔
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
概
要
〕

期　
　
間

内　
　
容

景　
　
品

抽
選
発
表

問
合
せ
先

露
天
風
呂
「
日
本
海
」

利
用
者
20
万
人
達
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

衝動で若者を追う夢の中　　　　　　　　山田　幸栄
丸洗いしたい衝動目も鼻も　　　　　　　松村　典子

広報えちぜん広報えちぜん17

21 7,560,000 

平成21年度 工事等発注一覧 (250万円以上 )
3月21日～4月22日

日　
時

集
合
場
所

参
加
者

内　
容

日　
程

そ
の
他

問
合
せ
先

第
21
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
＆

泰
澄
祭
の
ご
案
内

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
!!

〜
子
ど
も
た
ち
や
町
の
交
通
安
全
の
た
め
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
〜

１ 

主
な
業
務
内
容

・・・・・２ 

応
募
資
格

３ 

募
集
地
区

　
　
越
前
地
区

４ 

勤
務
条
件

５ 

申
し
込
み
方
法

問
合
せ
先

年金だよ衝動買いは止めておく　　　　　　武藤　久子
クローゼット食み出る衣類捨てられず　　　山内　千代
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健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に
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こころの薬箱

アルバムに食み出しそうな笑い顔　　　　山谷　ゆり
母の手が衝動的に子を守る　　　　　　　司辻　文子

9:00 10:00 8:30 9:30

13:15 14:15

13:00 13:45

14:15 15:00

9:00 10:00 8:30 9:30

9:00 10:00 8:30 9:30 13:15 14:15

13:00 13:45

14:15 15:00

9:00 10:00 8:30 9:30

13:15 14:15

8:00 8:30

9:00 10:00 10:00 10:30

13:30 14:30

健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。

（必ず、事前に申込をしてください）
（必ず、事前に申込をしてください）

　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

成人の健康診査

＜リズムをととのえるためのヒント＞
① 自分で何かしようとがんばらない
② 責任を増やさない
③ 重大な決定をしない
④ 淡々とやるべきことをする
⑤ 淡々とできないことは他人の助けを借りる

健康一口メモ

問合せ先

広報えちぜん広報えちぜん19
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収集日容器食み出すゴミの群　　　　　　　向当みつ子
年波は何処にあっても食み出され　　　　　西元　青石

得

々

情

報

軽自動車税について

問合せ先　

Q：３月に軽自動車を買い換えましたが、下
取りに出した軽自動車の分の税金も一緒
にきました。どうしてですか？

A：　軽自動車税は４月１日現在で所有して
いる人に１年間の税金が課税されます。

　　 この場合、下取りに出した軽自動車の
廃車又は名義変更がされてないのが原因
です。購入先に手続きが済んでいるか確
認してください。

Q：廃品回収業者にナンバープレートを付け
たまま渡してしまった原付バイクの税金
の納付書が毎年きて困っていますがどう
すればいいですか？

A：　通常、廃車の手続きの際にはナンバープ
レートを返却してもらいますが、無い場合で
も解体証明書などがあれば廃車手続きをする
ことができます。

Q：軽自動車税を口座振替にしてありますが、
車検のときの納税証明書はどうすればよい
ですか？

A：　口座振替にされている人には振替日の
１週間後ぐらいに、ハガキにて車検用の納
税証明書を郵送しますので、そのはがきに
て車検を受けて下さい。

　　 また、振替日からハガキが送られるまで
の間に車検を受けられる人は、振替された
ことが記載された通帳を、役場税務課・各
コミュニティセンター住民サービス室へお
持ちになり、車検用の納税証明書の交付を
受けてください。

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
（
月
）
ま
で

問
合
せ
先
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衝動句床を離れてもう忘れ　　　　　　　上坂　末男
思いつきで歩くたのしい一人旅　　　　　木下百合子

海
の
お
は
な
し

越
前

in

今が旬のお魚5月

その12
海を守るには森を守ろう

サヨリは、高級魚です。体は鉛筆のように細長く20㎝～40cm位。
下あごが上あごより長くて、その先端部が赤く染まっています。
漁　法…沿岸の表層に生息します。越前町では、船曳網で漁獲されます。
食べ方…銀皮の美しい白身に強い独特の風味と旨味があり、
　　　　刺身や天ぷらが美味しいです。

◎Ｊｒ［ジュニア］

　創立以来初の県大会1位

　織田女子バレーボールスポーツ少年団

 9 45  10 00 5/20 5/26

 14 45  15 00 5/20 5/26

 20 45  21 00 5/19 5/25

◎ひと、くらし　輝いて

　

 9 30  9 45 5/9 5/15

 14 30  14 45 5/9 5/15

 20 30  20 45 5/8 5/14

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

◎辻・裏々　越前町織田 <東 >編
10 15 10 30 5/16 22

15 15 15 30 5/16 22

21 15 21 30 5/15 21

◎アーカイブボックス

　[レッツ！スポレクカル ]

　ソフトバレーボール

 11 30  11 45 5/13 5/19

 16 30  16 45 5/13 5/19

 22 30  22 45 5/12 5/18

◎越前町いきいき情報局

7 52 12 52 19 52

問合せ先
　

5月の越前町関連の番組放送時間表

丹南HOT情報チャンネル
　　　　　　　（アナログ5ch）

　５月２３日（土）～２５日（月）の３日間、越
前陶芸村にて越前焼の祭典、「陶芸まつり」
を開催します。
　土曜日には、原田悠里の歌謡ショー、日
曜日には「さつきあげ茶会」のイベントなど
があります。
　また、バザーではたけのこ茶屋や越前町
の特産品販売と盛りだくさんです。
　なお、４月からオープンした越前陶芸村
総合案内所では陶芸村観光案内を行って
いますので、ぜひ、おでかけください。

陶芸村総合案内所
越前町小曾原６ｰ１２ 窯業指導分所内
TEL.０７７８ｰ３２ｰ２０８４

問合せ先

　 越
前陶芸まつり第２９回

広報えちぜん広報えちぜん21
笑い声絶えぬ家族でスイートで　　　　　　原　　榮子
衝動になる人間の負の部分　　　　　　　　関谷美和子
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記
　

第
四
十
三
回

●新しい図書館協議会委員のみなさんです
　委員の皆さんには、町内4図書館の事業、運営などにつきご意見をいただきます。任期は平成21
年4月1日から平成23年3月31日までの2年間です。

陶
器
と
磁
器
、
何
が
違
う
？

　

現
在
の
焼
物
に
は
陶
器
と
磁
器
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

２
つ
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。
製
品
の
厚
さ
、
硬
さ

な
ど
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
根
本
的
に
材
料
が
違
い

ま
す
。
陶
器
は
粘
土
、
磁
器
は
陶
石
と
い
う
石
を
材
料

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
陶
石
、
じ
つ
は
宮
崎
地
区
で
も
採
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
磁
器
生
産
に
挑
戦
し
た
窯
が
あ

り
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
、
磁
器
専
門
の
葵
あ
お
い
園え
ん
、
は
じ
ま
る
。

　

織
田
地
区
平
等
の
吉
田
長
兵
衞
は
、
町
内
で
採
れ
る

陶
石
を
使
用
し
た
新
し
い
焼
物
の
窯
を
開
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
葵
園
」
で
す
。

　

吉
田
は
、
先
進
地
で
あ
る
瀬
戸
へ
採
れ
た
陶
石
を

送
り
、
そ
の
質
を
調
べ
る
な
ど
磁
器
の
研
究
を
す
す

め
、
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。
製
品
の
中
に
は
、
明
治

二
十
四
年
、
当
時
の
皇
太
子
殿
下
に
献
上
し
た
花
器
が

あ
り
ま
す
。
後
に
、
吉
田
は
同
型
の
も
の
を
町
内
の
神

社
に
奉
納
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
吉
田
は
、
越
前
焼
の
職
人
を
育
て
る
べ
く
「
福

井
県
陶
磁
器
徒
弟
養
成
所
」
を
開
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
葵
園
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徒
弟
養

成
所
は
そ
の
後
、
経
営
主
体
を
変
え
な
が
ら
続
い
て
い

き
、
養
成
所
を
卒
業
し
た
職
人
達
は
、
町
内
外
の
様
々

な
窯
元
で
活
躍
し
ま
し
た
。

●源氏物語を読む会の会員募集
　昨年4月から開講いたしました「源氏物語を読む会」の会員を追加募集いたしますので、
ご希望の人はお早めにお申し込みください。

福島　一郎（西田中）　　　　橋本　敏夫（　市　）　　　　岡山　夕子（朝　日）
株田　數馬（小曽原）　　　　川波　堯子（小曽原）　　　　山岸　義宏（赤井谷）
大川　寛子（下河原）　　　　中尾　洋子（大王丸）　　　　清水美豆枝（　宿　）
高橋　　幸（茂　原）　　　　中林　　均（萩野小）　　　　髙棹真由美（朝日中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

開催日時　毎月1回（平日）次回は5月28日（木）　午後2時から4時頃まで
　　　　　６月以降は、講座開催時に協議し決定します。
開催場所　越前町西田中2 ｰ 210　町立図書館2階  幸若研究室　☎34 ｰ 0395
講　　師　三上悠紀夫氏（越前町教育長）
受 講 料　無料　ただし、テキスト代は受講者負担となります。
募集人数　10人程度
申 込 先　町立図書館まで電話又はハガキでお申し込みください。
申込締切　5月15日（金）定数になり次第締め切ります。

4 ｰ 0395
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新
し
い
家
族
で
す
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４
月
７
日
、
集
団
登
校
で
宮
崎
小
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期

間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
小

学
校
の
先
生
、
交
通
指
導
員
が
交
差
点
に
立

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
、
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
に
い
さ
ん
、
お
ね

え
さ
ん
に
先
導
さ
れ
な
が
ら
、
新
学
期
が
は

じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
学
校
へ
笑
顔
で
登
校
し

て
い
ま
し
た
。

　

４
月
の
中
旬
頃
、
左
下
の
奥
歯
に
違
和
感

が
あ
り
次
の
日
に
は
口
が
ほ
と
ん
ど
開
か
な

い
ぐ
ら
い
の
激
痛
を
感
じ
歯
医
者
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
親
知
ら
ず
が
虫
歯

に
な
っ
て
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
の
が
原
因

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
先
生
か
ら
、「
抜
い
て
し

ま
っ
た
方
が
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
日
は
口
が
開
か
ず
、
腫
れ
が
引
い
て
か

ら
抜
歯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
抜
き
ま
し
た
。
歯
茎
に
麻
酔
を

打
た
れ
て
涙
し
、
術
中
の
ゴ
リ
ゴ
リ
と
い
っ

た
音
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
無
事
成
功
。

た
だ
、
麻
酔
が
切
れ
た
後
の
抜
歯
痕
の
痛
み

は
尋
常
で
は
な
く
、
親
知
ら
ず
を
抜
い
た
こ

と
を
ち
ょ
っ
と
後
悔
し
な
が
ら
、
床
を
転
が

り
続
け
ま
し
た
。

　

親
知
ら
ず
は
、
き
ち
ん
と
生
え
て
い
れ
ば
、

噛
む
と
い
う
本
来
の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。

他
の
歯
も
全
て
き
ち
ん
と
生
え
て
い
れ
ば
噛

む
力
だ
け
で
な
く
噛
み
合
せ
か
ら
来
る
良
い

作
用
を
十
二
分
に
発
揮
す
る
可
能
性
も
あ
る

そ
う
で
す
。
本
人
に
確
認
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選

手
は
親
知
ら
ず
が
4
本
と
も
生
え
そ
ろ
っ
て

い
て
、
し
っ
か
り
噛
み
合
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
も
し
か
し
た
ら
、彼
の
偉
業
の
原
動
力
に
、

噛
み
合
わ
せ
か
ら
来
る
良
い
作
用
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

5
月
17
日（
日
） 
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内
科
病
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５
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５
月
24
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
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１
０
０
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５
月
31
日（
日
） 

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院 

☎
３
２ｰ

２
７
７
４

６
月
７
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
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６
月
14
日（
日
） 

藤
田
医
院 

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

休
日
当
番
医

お
く
や
み

人　口 24,318人

　男 11,749人
　女 12,569人
世帯数 7,279戸

人口と世帯
（4月1日現在）
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生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H15.4.2～H16.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所

麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

朝日農村環境改善センター（役場隣）
場　　　　所

消費者生活相談

毎週木曜日
実施日

14：00～17：00
時　　間

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

おはなし広場

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

納税のお知らせ

軽自動車税
納期限 6月1日（金）

えちぜんカレンダー 5月16日～6月15日

広報えちぜん ��

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

5

13日（水） 悠々いきいきサロン（男性）
内容：旬の食材をいかして調理実習（参加費６００円）

9:30 ～　　　 宮崎保健センター（江波）

18日（月） 結婚相談 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）

19日（火） 心配ごと相談 13:00 ～ 16:00
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

20日（水） 子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

21日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

13:30 ～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

22日（金）

ポリオ生ワクチン投与 13:30 ～ 14:30 織田保健福祉センター（織田）
心配ごと相談 13:00 ～ 16:00 老人いこいの家「つるぎ荘」（織田）
子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

全血献血
9:00 ～ 11:00 越前コミュニティセンター

12:30 ～ 16:00 織田ショッピングセンター メルシ
25日（月） 結婚相談 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）

27日（水）
子育てサロン

9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）
10:00 ～ 11:30 宮崎保健センター（江波）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710

13:30 ～ 14:30 宮崎保健センター（江波）

29日（金）
２歳６か月児歯科健診 13:30 ～ 14:30 織田保健福祉センター（織田）
子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

6

1日（月） 結婚相談 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）

2日（火）

３歳６か月児健診 13:30 ～ 14:30 朝日保健センター（西田中）

心配ごと相談 13:00 ～ 16:00
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

3日（水） 子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

4日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

13:30 ～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

5日（金） 子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）
8日（月） 結婚相談 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）

10日（水）
子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：健康相談　ストレッチ体操（参加費６００円）

9:30 ～　　　 宮崎保健センター（江波）

11日（木）
離乳食教室
☆５か月から６か月児を対象とします。身体測定、
　育児相談も行います。（対象者には個人通知します。）

9:30 ～ 10:00 朝日保健センター（西田中）

12日（金）
心配ごと相談 13:00 ～ 16:00 老人いこいの家「つるぎ荘」（織田）
子育てサロン 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（月） 結婚相談 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）
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